
3歳児健診に目の「屈折検査」導入が決定! 

●仙台市では来月から、他の
政令市に先駆けて、これまで
のプラスチック製容器包装に
加え、ハンガー等の製品プラ
スチックを「プラスチック資
源」として一括で回収し、リ
サイクルを行います。 
　プラスチックの分別・リサ
イクルは、資源の有効利用だ
けでなく、海洋プラスチック
削減や地球温暖化対策の観点
からも重要です。一層のご協
力をお願いいたします。

　佐々木まゆみの議会質問により、仙台市内７ヶ所の3歳児健診
に、目の「屈折検査」導入が決定！

　子どもの視力は、3歳ごろまでに急激に発達し、6歳ごろに大人
とほぼ同じくらいになると言われています。この時期に、斜視や
屈折異常などにより目のピントが合っていないと、発達が遅れ、
よい視力が得られません。こうした異常は早く見つけ、小さいう
ちから適切な治療につなげることがとても大切です。

　このたび、佐々木まゆみの取り組みで、市

内７ヶ所（5区役所、2総合支所）で導入が決まった「屈折検査」は、目のピン
トが合うために必要な度数（屈折）を調べる検査です。屈折は、正視・遠視・
近視・乱視に分かれ、視力検査とあわせて実施することで、より正確に診断で
きます。早ければ2023年度から実施されます。保護者の方などとイスに座り、
機器を数秒見るだけで異常を測定できます。

　この実績も「一人の声」のおかげで実現できました。安心安全の街づくりの
ため、佐々木まゆみは今日も全力です

　「福祉」は「票」にならない——そんな「常識」に風穴を開け、公明党
は野党時代から「福祉」を政治のど真ん中において戦ってきました。今や
当たり前になった「児童手当」も、公明党が50年かけて拡充してきたも
のです。“児童手当の元祖”公明党は、これからも子育て支援に全力です！
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